






要約:骨粗鬆症予防のための最も有効な方法を研究するために、12～24 歳の女子学生 254

名の骨密度を測定することにより、骨密度の急上昇する時期、また、骨密度上昇に関与す

る因子について検討した。その結果、初経発来を期に 2年目まで骨密度の急上昇が観察さ

れた。また、骨密度値と相関する因子は、中学生では体格や初経後の経過年数であるが、

高校生では体格および食生活と運動量、専門学校生では体格および食生活と運動継続年数

であった。なお、腰椎と大腿骨近位部とでは、骨密度の上昇期ならびに骨密度に影響を及

ぼす因子には若干の差があることも見出された。


